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お 得 乗 車 券 と駅 弁
岡山淋立誕生寺支援学校
岡 部 初 江
昭和60年に能田仲彦氏の著か ｢オープンアプローチによる指導の研究 (1983年
東洋館出版)｣に出合い､研究意欲が大きく動いた｡オープンアプローチのおもしろさ
に浸り､さらに深めたいと思った｡翌年運よく､岡大大学院で学ぶ機会を得たO研究テ
ーマは､もちろんオープンアプローチoそれからというもの､オープンな問題作りを常
に意識するようになった｡
その頃､私は､JRの前身の国鉄津山線で同大まで通学していたo車内の細り下げポ
スターに､国鉄のお得な乗車券のナイスミディパスの広告があった｡ナイスミディパス
というのは､対象は30歳以上の女性2人以上のグループで国鉄の列車に自由に乗り降
りできる割安9]符であり､2人用と3人用とがあった (昨年廃止されたらしい)0 2人
用と3人用の2組だけあればいいのかな?そうか､それだけで何人のグループにも対応
できるなあ - ･と思いながら､津山線の揺れに任せて心地よく燦睡していたものだ0
何日かして､駅弁で有名な群馬県梯川駅のプラットホームで ｢峠の釜めLlを売る光
景が放映された｡ 峠の釜めLは釜の形をした遊子焼の容器に入った炊き込みご飯で､そ
の頃駅弁売り上げ日本一であったらしい (平成9年の長野新幹線開葉に伴い､横川駅で
の立ち売りは廃止されたようだ)Oほんの5分間ほどという短い停車時間のうちに駅弁
を売らなくてはいけない｡テレビ画面を見ながら､工夫はできないか?代金をもらって
駅弁をすぐ渡せるためには ･･･と思った｡何個の注文にも対応できるために｢L そう､
ナイスミディパス !あらかじめ､1個入りに加えて2個入りの袋を作っておくのではな
いかと､すぐに峠の釜めしの会社に問い合わせをしてみた｡答えは次のとおりであった｡
立ち売りの箱には釜めLが30個入る｡そのうち､20個分が2個ずつ､後の10個が
バラ売りというものであった｡
このことを算数の問題に取り入れ､小学校 5年生に提示 したb今から22-3年前の
ことである｡｢駅弁を短時間で売るためにあらかじめ何個か入った袋を作っておきたい｡
何人分の注文でもなるべく早く渡せるようにするためには､何個入りの袋を作っておけ
ばよいか｡｣オープンな問題ではなかったが､｢最も少ない種類で｣という条件を抜いて
いるので､5個組なども出てきた｡最少の種類は､1個と2個組の2種類だけでよいと
いうことが分かるまで､いろいろな数を含成 したり分解したりして帰納的に考えたD奇
数偶数や虚数の合成分解についてより深く考えることができると思ったが､駅弁に練が
滞かっ上地域であるので､導入時に精気ある駅売りの映像等から駅弁のイメージをもつ
などの工夫があればとか､もっと子どもたちに身近な題材の工夫がなかったかとか､後
で反省しきりであったo
パピルスの鼓La者の方々には､取るに足りないことを申し上げてしまい恐縮しながら､
これからも生活の中で､オープンな聞題の素材にならないかとふと心を留めて意識を向
けることができるような感性を磨いていきたいと思う｡
